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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
一
般
会
計
の

下
で
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推

進
及
び
我
が
国
の
森
林
・
林
業
再
生
へ
の

貢
献
を
旨
と
し
て
、
民
有
林
と
の
連
携
に

積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
を

行
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
度
は
、
一
般
会
計
初
年
度

と
し
て
、
昨
年
12
月
に
変
更
し
た
「
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」

に
掲
げ
る
方
針
等
に
基
づ
く
取
組
を
着
実

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
、
地

域
管
理
経
営
計
画
等
に
基
づ
い
て
予
定
し

た
事
業
を
確
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、

国
有
林
の
組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
活
か

し
、
コ
ス
ト
削
減
や
路
網
整
備
、
木
材
安

定
供
給
を
は
じ
め
地
域
の
森
林
・
林
業
の

課
題
解
決
の
た
め
、
局
、
署
等
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海

岸
防
災
林
の
早
期
復
旧
や
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
国
有
林
の
除
染

等
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層

の
推
進

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
土
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
防
止
及
び
生
物
多
様
性
の
保

全
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
旨
と
し

て
、
森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
の
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
実
施
、
保
護
林
制
度
に

よ
る
原
生
的
な
森
林
生
態
系
の
保
全
・
管

理
な
ど
を
通
じ
て
、
公
益
林
と
し
て
適
切

に
管
理
経
営
を
実
施
し
ま
す
。

○
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
森
林
整
備

事
業
の
実
施

地
域
管
理
経
営
計
画
等
に
基
づ
き
、
適

切
な
施
業
を
推
進
し
、
森
林
吸
収
源
対
策

と
し
て
必
要
な
間
伐
面
積
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
林
道
と
森
林
作
業
道
等
を

組
み
合
わ
せ
た
効
率
的
な
路
網
整
備
を
進

め
ま
す
。

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
低
コ
ス
ト

で
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
定
着
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
導
入
等
、
民
有
林
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
効
率
的
な
事
業
実
施
を
行

い
ま
す
。

○
治
山
対
策

集
中
豪
雨
等
に
よ
っ
て
被
災
し
た
緊
急

性
の
高
い
荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
等
を
行

う
と
と
も
に
、
山
地
崩
壊
地
の
復
旧
、
過

密
化
し
た
保
安
林
の
整
備
等
に
よ
り
国
土

強
靱
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業
等
の
森
林
土
木
工
事
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
「
新
農
林
水
産
省
木
材

利
用
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
木
材
の
特

質
を
考
慮
し
つ
つ
緑
化
基
礎
工
、
法
面
保

護
工
等
に
間
伐
材
を
積
極
的
に
利
用
す
る

と
と
も
に
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
型
枠
合

板
を
利
用
す
る
な
ど
、
木
材
の
利
用
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
生
物
多
様
性
の
保
全

保
護
林
や
緑
の
回
廊
等
の
適
切
な
保
全
・

管
理
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
一
昨
年
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
に

お
い
て
外
来
種
の
駆
除
対
策
を
は
じ
め
と

す
る
保
全
・
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
野
生
鳥
獣
被
害
へ
の
取
組

近
年
、
生
息
域
が
拡
大
し
、
森
林
植
生

へ
の
食
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
シ
カ
な
ど

の
野
生
鳥
獣
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
地
域

の
協
議
会
に
積
極
的
に
参
画
し
、
地
方
公

共
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
つ
つ
、
被

害
状
況
や
生
息
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
捕
獲
な
ど
に
よ
る
個
体
数
管
理
、

シ
カ
防
護
柵
の
設
置
に
よ
る
被
害
の
防
止

な
ど
の
総
合
的
な
対
策
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
貢

献
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け

て
、
国
有
林
の
組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
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国有林准フォレスターによる支援活動
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小笠原諸島での薬剤による外来種駆除



活
用
し
、
民
有
林
と
連
携
し
た
施
業
の
実

施
、
森
林
・
林
業
技
術
者
等
の
育
成
、
低

コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
提

案
・
検
証
や
先
駆
的
な
技
術
・
手
法
の
事

業
レ
ベ
ル
で
の
試
行
を
通
じ
て
、
民
有
林

に
対
す
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。ま

た
、
国
有
林
に
関
す
る
情
報
の
受
発

信
を
進
め
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」

と
し
て
の
管
理
経
営
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。

○
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
の

推
進森

林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
加
え
、

新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
公
益
的
機
能
維
持

増
進
協
定
な
ど
を
活
用
し
、
隣
接
す
る
民

有
林
と
一
体
と
な
っ
た
路
網
の
整
備
、
計

画
的
な
間
伐
の
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

○
人
材
の
育
成

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
等
の
支

援
業
務
を
行
う
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
や

林
業
専
用
道
の
設
計
・
作
設
お
よ
び
管
理

等
を
担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
の
研

修
へ
の
講
師
派
遣
、
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
等

を
通
じ
て
人
材
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
国
有
林
職
員
を
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と

し
て
育
成
し
、
市
町
村
行
政
へ
の
技
術
的

な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
間
伐
の
低
コ
ス
ト
化
と
民
有
林
へ

の
普
及
・
定
着

民
有
林
関
係
者
を
含
め
た
現
地
検
討
会

の
開
催
に
よ
り
、
森
林
作
業
道
と
高
性
能

林
業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
低
コ
ス
ト
で

高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着

を
促
進
し
ま
す
。

○
木
材
の
安
定
供
給

森
林
整
備
に
よ
り
生
産
さ
れ
る
間
伐
材

等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
需
要
や
木
材
市

況
動
向
等
を
踏
ま
え
、
一
般
市
場
へ
の
委

託
販
売
の
ほ
か
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
や

加
工
・
流
通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
製

材
工
場
や
合
板
工
場
と
の
協
定
に
基
づ
い

て
国
有
林
材
を
安
定
的
に
販
売
す
る
仕
組

み
（
シ
ス
テ
ム
販
売
）
の
活
用
に
よ
り
、

流
通
加
工
体
制
の
整
備
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

特
に
、
シ
ス
テ
ム
販
売
に
つ
い
て
は
、

製
材
用
材
、
合
板
用
材
の
他
、
土
木
用
資

材
、
チ
ッ
プ
原
料
と
し
て
の
活
用
や
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
用
燃
料
へ
の
林
地
残
材
の
活

用
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
木
材

利
用
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
民
有
林
材
と
連
携
し
た
シ

ス
テ
ム
販
売
を
検
討
、
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
へ
の
貢
献

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸
防
災

林
等
の
早
期
復
旧
や
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
射
性
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
国
有
林
の
除
染
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
除
染
に
必
要

な
仮
置
場
に
つ
い
て
の
市
町
村
等
か
ら
の

貸
付
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

○
海
岸
防
災
林
の
復
旧
等

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸

防
災
林
や
林
道
等
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
策
定
の
復
興
計
画
等
を
踏
ま
え
早

期
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
て
は
、
生

物
多
様
性
に
配
慮
し
た
樹
木
の
生
育
基
盤

の
造
成
等
を
進
め
ま
す
。

○
国
有
林
の
除
染
の
推
進

「
放
射
性
物
質
汚
染
に
関
す
る
特
措
法
」

に
基
づ
き
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
内

に
あ
る
国
有
林
に
つ
い
て
は
、
当
局
に
設

置
し
た
「
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ

ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
関
係
市
町
村
と
連

携
し
な
が
ら
着
実
に
除
染
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
除
染
の
技
術
確
立
に
向
け
、

林
野
庁
と
局
署
が
連
携
し
な
が
ら
実
証
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

○
国
有
林
の
提
供

除
染
に
必
要
な
仮
置
場
に
つ
い
て
、
除

染
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
等
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
国
有
林
の
提
供
に
積

極
的
に
協
力
し
ま
す
。
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
昭
和
51
年
か

ら
毎
年
春
に
、
森
林
・
林
業
や
国
有
林
野

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
昨
年
に
続

き
、
４
月
29
日
、
県
立
敷
島
公
園
で
行
わ

れ
る
「
敷
島
公
園
ま
つ
り
」
と
共
催
で
実

施
し
、
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ア
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
（
公
社
）
群

馬
県
緑
化
推
進
委
員
会
、
（
財
）
森
林
林

業
振
興
会
前
橋
支
部
、
日
本
野
鳥
の
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぐ
ん
ま
緑
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

協
会
な
ど
と
一
緒
に
出
展
し
、
「
み
ど
り
」

を
守
り
・
育
て
・
活
か
す
こ
と
の
大
切
さ

を
発
信
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
敷
島
公

園
ま
つ
り
全
体
で
約
１
万
５
千
人
の
方
々

が
来
場
し
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス
で
は
、
赤

谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
も
参
加

し
て
、
「
木
の
し
お
り
作
り
」
や
「
木
の

漢
字
ク
イ
ズ
」
、
国
有
林
で
の
取
組
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
。

し
お
り
作
り
で
は
、
子
供
た
ち
が
ヒ
ノ

キ
の
台
紙
に
押
花
や
押
葉
を
自
由
に
貼
り

付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
作
り
に
夢

中
で
取
り
組
み
、
漢
字
ク
イ
ズ
で
は
、
こ

ど
も
編
か
ら
上
級
編
ま
で
の
４
段
階
で
用

意
し
た
問
題
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
真
剣

に
な
っ
て
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
「
木
の
名
前
は
知
っ
て
る
け
ど

読
め
な
い
字
が
多
い
」
、
「
漢
字
を
見
て

沢
山
の
種
類
の
樹
木
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま

た
、
パ
ネ
ル
展
示
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
や
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
福
島
で
の
海
岸
防
災
林
の

再
生
等
の
取
組
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
映
像
で
紹
介
し
、
「
小
笠
原
諸
島
の

外
来
種
の
問
題
に
興
味
を
持
っ
た
」
、

「
福
島
県
海
岸
防
災
林
の
再
生
の
取
組
を

子
ど
も
も
よ
く
理
解
し
た
」
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
、
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

私
た
ち
の
ブ
ー
ス
で
は
、
緑
の
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
や
漢
字
ク
イ
ズ
の

挑
戦
者
に
、
作
っ
て
遊
ぶ
空
飛
ぶ
タ
ネ
の

模
型
「
ロ
ケ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
」
や
ヒ
ノ
キ

の
球
果
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
成
キ
ッ
ト
が
配

ら
れ
、
輪
ゴ
ム
で
飛
ば
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
・

リ
ー
フ
の
舞
い
降
り
て
く
る
姿
が
、
来
場

者
の
興
味
を
集
め
、
当
ブ
ー
ス
の
賑
わ
い

に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
ゾ
ー
ン

で
は
、
（
公
社
）
群
馬
県
緑
化
推
進
委
員

会
、
群
馬
県
、
前
橋
市
、
（
一
財
）
群
馬

県
森
林
・
緑
整
備
基
金
と
の
連
携
に
よ
る

「
緑
の
募
金
推
進
中
央
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
苗
木
配
布
会
を
開
催
し
、
広
く
緑

化
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
の
募
金

へ
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成２５年５月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１０号（４）

『
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
２
０
１
３

～
ｉ
ｎ
敷
島
公
園
ま
つ
り
～
』

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

赤谷ふれあい推進センター

「緑の募金にご協力をお願いします!」

元気な声で呼びかける「緑の少年団」

今年も大盛況、苗木配布会

「緑の募金推進中央

「とばしてみよう!ロケットリーフ」

木のしおり作りコーナー

木の漢字クイズコーナー

キャンペーン」会場



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
「
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
」
と
い
う

都
民
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
直
轄
事
業
】

一
般
公
募
し
た
会
員
（
約
50
名
）
を
対

象
に
、
林
業
体
験
や
森
林
教
室
を
実
施
し

て
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
事
業
で
あ
る
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、

年
５
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
師
に
は
、

大
学
教
授
や
研
究
者
等
に
お
願
い
し
、
森

林
の
見
方
や
樹
木
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
幅
広
く
か
つ
深
い
内
容
で
行
っ
て
い
ま

す
。
「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
」
は
平
成
７
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
は

８
０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の

有
志
か
ら
な
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

も
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
回
参
加
者
を
30
名
程
度
公
募

し
て
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
「
公
募
イ
ベ
ン
ト
」
も
行
っ
て
い

ま
す
。
木
工
体
験
や
炭
焼
き
体
験
、
ツ
ル

籠
づ
く
り
な
ど
の
内
容
で
、
年
５
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
委
託
事
業
】

毎
回
参
加
者
を
公
募
し
て
高
尾
山
の
自

然
を
解
説
し
な
が
ら
散
策
す
る
事
業
で
あ

る
「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」
は
、
関

東
森
林
管
理
局
長
と
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
東
京
会
会
長
と
の
間
で
委
託
契
約
を

結
ん
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
21
回
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
春
の
ス
ミ
レ
観
察
会
や
樹

木
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
セ
ッ
コ
ク
と
い
う
珍

し
い
着
生
ラ
ン
の
観
察
会
な
ど
の
ほ
か
、

陣
馬
山
か
ら
影
信
山
を
経
て
高
尾
山
ま
で

を
歩
く
三
山
踏
破
と
い
っ
た
健
脚
向
き
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
実
施
者
と
な
っ
て
毎
月
１
回

以
上
開
催
し
て
い
る
の
で
、
四
季
を
通
じ

て
高
尾
山
の
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
個
別
対
応
】

こ
う
し
た
活
動
の
ほ
か
に
、
学
校
や
企

業
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
て
実
施
す
る
森

林
教
室
や
林
業
体
験
が
あ
り
ま
す
。
最
近

は
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
せ
い
か
、
年
間
を
通

じ
て
た
く
さ
ん
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
。
依

頼
者
は
小
学
校
と
中
学
校
が
中
心
で
す
が
、

中
に
は
保
育
園
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
園
児
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
紙
芝
居
を
使
う
な
ど
工
夫

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
新
た
な
取
り
組
み
】

今
回
の
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化

に
よ
り
組
織
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
名
称

が
「
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
高
尾

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
自
然

再
生
や
移
入
種
対
策
な
ど
が
セ
ン
タ
ー
の

活
動
範
囲
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

活
動
が
で
き
る
か
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
が
、
高
尾
山
の
貴
重
な
自
然
が
後
世
に

引
き
継
が
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（５）平成２５年５月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１０号

公募イベント「子供樹木博士」の様子

森林カレッジの講義の様子

保育園児を対象とした森林教室の様子

小学校教員を対象とした森林教室の様子



私
が
住
む
土
湯
温
泉
は
、
福
島
市
西
部

地
区
に
あ
り
、
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
の
吾

妻
連
峰
の
山
麓
に
あ
り
ま
す
。
温
泉
地
の

周
囲
は
、
針
葉
樹
と
落
葉
樹
の
混
交
林
に

囲
ま
れ
、
温
泉
街
の
中
心
に
は
国
土
交
通

省
の
直
轄
河
川
で
あ
る
荒
川
が
流
れ
て
い

る
風
光
明
媚
な
温
泉
地
で
、
現
在
11
軒
の

旅
館
が
こ
の
渓
谷
沿
い
に
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
土
湯
温
泉
は
、
聖
徳
太
子
の
開
湯

伝
説
か
ら
始
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
書
か
れ

た
「
吾
妻
鏡
」
に
「
つ
ち
ゆ
」
と
い
う
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
歴
史
あ
る
温
泉

地
で
す
。
古
く
は
吾
妻
山
山
岳
信
仰
の
宿

坊
、
会
津
や
二
本
松
方
面
へ

向
か
う
宿
場
町
、
そ
し
て
福

島
近
在
近
郊
の
湯
治
場
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

い
つ
の
頃
か
ら
は
不
明
で

す
が
、
昭
和
30
年
代
の
頃
ま

で
は
周
囲
の
山
々
の
落
葉
樹

を
利
用
し
な
が
ら
炭
焼
き
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
湯
治
宿
を

兼
業
と
し
な
が
ら
生
活
が
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
で

も
、
近
隣
の
山
林
で
は
炭
焼

き
釜
の
跡
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
の
頃
に
は
、
会
津
方
面

か
ら
木
地
と
言
わ
れ
る
木
工
製
品
（
木
を

削
っ
て
作
っ
た
お
椀
や
皿
、
箸
な
ど
）
づ

く
り
が
伝
来
し
、
そ
れ
が
発
展
し
て
東
北

３
大
こ
け
し
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
「
土
湯

こ
け
し
」
が
誕
生
し
、
多
く
の
土
湯
こ
け

し
工
人
を
輩
出
し
、
観
光
の
お
土
産
品
と

し
て
人
気
を
得
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

土
湯
温
泉
は
、
生
活
の
糧
と
し
て
森
を
最

大
限
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
用
し
て
き

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に

温
泉
の
形
態
も
、
「
湯
治
」
か
ら
「
観
光
」

と
い
う
姿
へ
変
化
し
、
旅
館
業
や
お
土
産

店
は
専
業
で
も
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、

燃
料
が
木
燃
料
か
ら
化
石
燃
料
へ
移
行
し
、

ま
た
建
築
資
材
も
価
格
が
安
い
外
材
輸
入

が
当
た
り
前
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
間

の
生
活
環
境
の
変
化
と
共
に
森
の
手
入
れ

が
悪
化
し
、
周
囲
の
里
山
を
荒
れ
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
全

国
的
で
も
あ
り
、
熊
や
猿
と
い
っ
た
生
息

動
物
の
行
動
変
化
や
動
植
物
の
多
様
性
に

も
変
化
を
及
ぼ
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
里
山
が
荒
れ
た
中
で
あ
っ
て
も
、

土
湯
温
泉
は
土
湯
温
泉
観
光
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
福
島
森
林
管
理
署
と
連
携
し

な
が
ら
健
康
保
養
散
策
路
等
を
整
備
し
、

里
山
の
癒
し
効
果
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
近
は
「
家
の
裏
山
」
と
い
う

身
近
な
里
山
づ
く
り
を
進
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、
平
成
22
年
か
ら
「
土
湯

の
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
国
有
林
伐
採
跡
地
に
５
年
間
か
け

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０
０
人
に
よ
る
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
１
０
０
本
の
植
林
と
「
土
湯
ふ
れ

あ
い
の
森
」
と
い
う
里
山
管
理
制
度
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
あ
い
に
点
在

す
る
戦
後
開
拓
の
遊
休
農
地
（
過
疎
と
離

農
）
を
再
整
備
し
、
山
菜
（
ヤ
マ
ウ
ド
・

行
者
ニ
ン
ニ
ク
）
、
薬
草
、
菜
の
花
等
を

栽
培
し
、
森
と
人
が
共
存
で
き
る
里
山
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
然
を
壊
す
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
元

へ
戻
す
こ
と
は
大
変
な
時
間
と
労
力
が
か

か
り
ま
す
。

将
来
の
地
域
の
宝
と
し
て
子
孫
に
残
す

た
め
に
、
子
供
の
頃
に
駆
け
巡
っ
た
里
山

の
思
い
出
を
持
つ
我
々
が
、
我
々
の
手
で

一
個
一
個
飽
き
ず
に
森
を
整
備
し
、
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
「
土
湯
の
里
山
」
を
再
生

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２５年５月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１０号（６）

「

森

と

人

が

生

き

る

里

山
」

再

生

を

め

ざ

し

て

土
湯
温
泉
観
光
協
会

事
務
局
長

池
田
和
也

土湯温泉全景

きぼっこの森を散策するハイカー

土湯こけし

きぼっこの森に整備された木道



私が勤務する黒部森林事務所（黒部・川俣担当区）

は、利根川水系最大の支流、鬼怒川が流れる栃木県

北西部の日光市（旧栗山村）に位置し、鬼怒川上流

の約 26,300㌶を管理しています。

当事務所管内の国有林の標高は、 500㍍～ 2,000㍍

超と起伏に富んでいるため、森林植生も多彩なのが

特徴で、黒部管内はスギ・ヒノキの人工林、川俣管

内がブナ・ミズナラ・カラマツ等の天然林主体となっ

ており、管理面積の９割以上が保安林ならびに国立

公園に指定されています。

旧栗山村の景勝地としては、栃木の景勝 100選にも

選ばれた瀬戸合峡があります。下を覗くと吸い込ま

れそうなその深度は 100㍍に達し、その岸壁が２㌔㍍

に渡って続き、とりわけ紅葉がもたらす自然景観は

圧巻です。

また、鬼怒川の源流として群馬県境に位置する奥

鬼怒湿原（標高 2,020㍍）は、国立公園特別保護地区

に指定され、環境省の日本の重要湿地 500に選定され

た湿原で、「日本で最も高い高層湿原」と言われ、

周囲４㌔㍍に 47の池塘が点在し、ワタスゲ、ミズバ

ショウなどの高山植物や野鳥のさえずりが登山者の

目と耳を楽しませてくれます。

当事務所においても、人工林におけるクマ・シカ

の皮剥による植林木被害が国有林・民有林を問わず

顕著にみられ、部分林契約地等における被害も深刻

で、造林意欲の低下につながりはしないかと心配で

す。現在、平成 21年度から５ケ年計画で関東森林管

理局において「クマ・シカとの共存に向けた生息環

境等整備モデル事業」が塩那署・日光署で実施され

ており、当事務所においてもプロットが設置されま

した。皮剥の要因解明と被害の軽減及び生息環境の

保全対策について検討がされているところです。

当署には二度目の勤務となりますが、前回と比較

すると高齢化による林業事業体の解散や共用林野契

約の更新を希望しない組合がでるなど、国有林との

つながりも少なくなりつつあるように感じます。諸

先輩が培った地域との交流を、引き続き次の森林官

へ渡せるよう地元関係者との人付き合いを大切にす

ると共に、地元自治体や住民要望等については、最

優先で取り組んでいこうと思います。

（７）平成２５年５月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第 １１０号

川俣ダムと瀬戸合峡

瀬戸合峡から見た帝釈山

鬼怒沼から見た鬼怒沼山

獣害調査プロット



平標山（たいらっぴょうやま）標高 1,984

㍍は国道 17号線の三国峠近くにそびえる谷川

連峰西端の山として知られています。

岩壁・岩稜の山のイメージが強い谷川連峰で

すが、ここ平標山は比較的なだらかな山稜が

続き、御家族連れでも比較的容易に登ること

ができ、さらに展望と高山植物に恵まれた山

として「花の百名山」にも選ばれている名山

です。

このため、近年は四季を通じて登山者の姿

が絶えることがありません。山開きの行われ

る６月初旬から、広いお花畑が広がる山頂を

目指して、多くの登山者が訪れます。

谷筋の雪も消える７月後半になると、今度

は群馬県側・新潟県側にある渓谷から涼と渓

谷美を求める沢登りの人たちが山頂を目指す

ようになり、夏山登山の方々と合わせて山は

最盛期を迎え、 10月の紅葉期、山腹のブナ、

稜線のナナカマドなどの灌木類が黄・赤に染

まるまで多くの皆さんで賑わいが続きます。

特に近年は、なだらかな山稜、アプローチの良さ

などの利点を使って冬季間の日帰り登山・山スキー

などが盛んに行われるようになりました。 12月から

５月の連休前までの休日、 17号線を走ると登山口の

駐車帯には必ず十数台の車が見られる状況で、年間

を通じたこの山の人気度には目を見張るものがあり

ます。

また、この平標山の群馬県側（南面）は関東森林

管理局が日本自然保護協会と協定して生態系保全、

野生動植物との共生を目指す森林作

りを進める「赤谷プロジェクト」エ

リアとなっており、野鳥観測や自然

観察、調査・研究などを行うボラン

ティア、研究者の方々の活動も盛ん

に行われ、参画と協働の場としても

多くの皆さんを迎えるエリアとなっ

ています。

山頂に最も近い登山口までは関越道

の月夜野 I.C.から乗用車で約１時間の行程ですので、首都圏から日帰りでも

十分に様々な活動・体験のできる平標山に、一度おいでになってみてくださ

い。

（利根沼田森林管理署長 中澤 文彦）

平成２５年５月２８日 関 東 森 林 管 理 局 第１１０号（８）

■ 利根沼田森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/tone_numata/index.html
〒378-0045 群馬県沼田市鍛冶町3923-1

ＴＥＬ:0278-24-5535（代表） FAX:0278-24-5562
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涼を求める登山者


